
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開催日時：平成２５年 ８月３１日（土）１０:００～ 
開催場所：成合公民館 ２階  

高槻市成合南地区土地利用協議会 

設立総会 報告事項 

 

〈報告事項〉 

報告第１号 これまでの活動経過報告 



報告事項

報告第１号 これまでの活動経過報告

１ 計画的な沿道まちづくりの必要性
２ 意向調査結果
３ 委員会のこれまでの活動経過
４ 活動報告会
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１ 計画的な沿道まちづくりの必要性

新名神高速道路インターチェンジが整備されると・・・

地域を取り巻く環境が大きく変化

①市街地と比較して土地の貸借料や購入費が安価

②住宅地が近接していない

③交通の利便性が良くなり、大型車の進入が容易

道路沿道で懸念されること
営農環境の悪化

虫食い的な開発

望ましくない土地利用

望ましくない土地利用が生じることで、生活・営農環境が悪化
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これをきっかけに地域の方々で計画的なまちづくりを進めると・・・

地権者個々の自主性に任せるだけでは、良好な環境を守ることは難しい

地域の方々でまとまって、望ましくない土地利用を抑制することが効果的

計画的なまちづくりが必要

地域にふさわしい取組を進める
ためには
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望ましくない土地利用が生じることで、生活・営農環境が悪化
農業を従事される方々の高齢化、
後継者の有無など

２ 意向調査結果
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調査目的

調査期間

調査対象

調査方法

回収率

土地所有者の営農意向や土地利用に対する意向等を把握

平成２４年２月２８日～平成２４年３月１６日

成合地区における農地が集積する区域の土地所有者

郵送配布、郵送回収

回収率：７７.２％ （配布数１２３名、回収数９５名）
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①新名神高速道路の供用に対し、約８割がこ
のまま放置することで、無秩序な開発等によ
り地区の環境が変わると心配
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2.(15%)

3.(14%)
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①このまま放置した場合、どのようなことが心配ですか。

主な結果

1.(45%)

2.(14%)

3.(13%)

4.(12%)

5.(12%)
6.(4%)

１．将来もこのまま農業を続けていきたい

２．農地を縮小したいと考えているが、一部

では農業を続けていきたい

３．農地を徐々に縮小して、いずれは農業を

やめたい

４．現時点で農業をやめたい、または、やめ

ざるをえない

５．わからない

６．その他

１．乱開発が進まないか心配である

２．緑や農地などがなくならないか心配である

３．営農環境が悪化しないか心配である

４．ゴミなどの投棄が増えないか心配である

５．自分の資産に影響が出ないか心配である

６．あまり心配していない

７．わからない

８．その他

②営農意向について

②営農意向について、「将来も農業を続
けたい」と答えた割合が４５％で、前回
意向調査の５６％から低下
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③土地の共同利用や建物移転といった

Ａ・Ｂ地区（成合南の町周辺）では前向きな回答が約７割

新たな土地利用への参画に、

主な結果
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沿道まちづくりの取組方針

成合地区における農地が集積した区域
（Ａ～Ｅ地区）

農林組合が
今後の沿道まちづくりの取組方針を整理

・A・B地区を、新たな土地利用を優先的
に検討する区域と位置付け

・農地等土地利用検討委員会を発足し、
今後の土地利用について考える

Ａ・Ｂ地区では
新たな土地利用への参画意向が高い

Ｄ地区 Ｅ地区

Ｃ地区

Ｂ地区

Ａ地区

平成24年2月 意向調査

平成24年7月 成合農林組合関係役員会
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③新たな土地利用への参画について

回数 開催日 議題

1 平成24年 9月24日 沿道まちづくりの進め方

2 11月 9日 意向調査結果の概要

3 11月19日 第二京阪沿道の事例紹介

4 12月10日 第二京阪沿道における企業進出意向調査結果

5 平成25年 1月16日 目指すべき土地利用に関する意見交換１

6 1月30日 目指すべき土地利用に関する意見交換２

7 2月15日 寝屋川市での土地利用構想提案について

8 3月 4日 今後の進め方

9 3月24日 現地視察会

10 4月17日 農林組合への報告に向けて

11 5月13日 これからの進め方

12 6月16日 これからの組織について

13 8月25日 協議会設立に向けて

３ 委員会のこれまでの活動経過
農地等土地利用検討委員会の活動



意見をもとに「将来のまちの
イメージ」をとりまとめる

関係地権者のご意見や所有する土
地に対する考え方を伺う（意向調査）

A・B地区の関係地権者による

まちづくり組織を立ち上げる
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Ｄ地区 Ｅ地区

Ｃ地区

Ｂ地区

Ａ地区

新たな土地利用の可能性を
より幅広く検討することが必要

委員会での活動を踏まえ、当面の取組を以下とおり整理しました。

そ の た め に ・ ・ ・

当面の取組
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４ 活動報告会

開 催 日 平成25年7月6日（土）20：00～21：30

対 象 農林組合員

参加者数 12名

議事要旨 ①農地はなくなるのか。
⇒あくまでも地権者の方々の意向を尊重します。これからも営農ができ
る区域を設けることも考えられます。

②どのようにこれから進めるのか。
⇒まずは、みなさんがまとまって取組み、意見を出し合い「将来のまち
のイメージ」をとりまとめることが必要です。

これまでの委員会での活動内容と当面の取組を、関係者に報告



４ 活動報告会
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開 催 日 平成25年8月4日（日）10：00～11：30

対 象 住宅・地区外地権者・企業

参加者数 10名

議事要旨 ①対象区域と面積はどのように決めたか。
⇒意向調査に基づき、土地利用意向が高い地区を選定しました（約11ヘ
クタール）。

②地区内の都市計画道路はどうなるのか。
⇒これから新たな組織で「将来のまちのイメージ」をとりまとめる中で、
地区にふさわしい形態を考えるべきです。

②どのような土地利用になったのか。すでに決まっているのか。
⇒今まで土地利用について決めたことはありません。新たな組織で意見
を出して考えていきます。

これまでの委員会での活動内容と当面の取組を、関係者に報告


